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  学生参加型授業の試み
─般教育演習「趣味と科学」─

＊）連絡先： 060-0817  札幌市北区北17条西8丁目  北海道大学高等教育機能開発総合センター
＊＊）Correspondence: Center for Research and Development in Higher Education, Hokkaido University, Sapporo 060-0817, JAPAN

Abstract─The freshman seminar has four goals: (1) to improve communication skills, (2) understand
the diversity in culture and society, (3) develop creative and critical thinking through inquiry, and (4)
deal with ethical issues and acquire social responsibility. The seminar “Hobbies and Science” was planned
to address the main issue as a hobby instead of the teacher’s specialty. Every week a different kind of
hobby was chosen and discussed from the viewpoints of science, communication skills and ethics.
Students have to join the lecture because they are asked to use their hands and brain, and study as a
group. They were also asked to write a short essay at the end of every seminar. This improved their
communication skills. In many cases they enjoyed the seminar. We would like to encourage teachers to
develop this kind of seminar in which the issue is independent of the specialty of the teacher because
this type of seminar gives a new viewpoint of science to students.

(Revised on February 2, 2004)

Toshiyuki Hosokawa1)** and Masaaki Kurasaki2)

1)Center for Research and Development in Higher Education, Hokkaido University,

2)Graduate School of Environmental Earth Science, Hokkaido University

細 川　敏 幸1)*，蔵 崎　正 明2)

1)北海道大学高等教育機能開発総合センター，2)同大学院地球環境科学研究科

はじめに
　

　北米の医学部で広く行われているチュートリアル

教育は，学生参加型授業でありいくつかの興味ある

しくみを含んでいる。学生のグループには，それぞ

れの科目に応じた問題が与えられ，学生は解決のた

めの情報を見いだし，集め整理しなければならない。

各グループには，指導のため教師かTAが配置される

が，その教科の専門家でないことが，このしくみのポ

イントである。教師も正解を知らないわけであるか

ら，その意味では学生の助けとはならない。しかし，

知識の収集や整理，判断にあたっての科学的思考，批

Introduction of a Bi-directional Lecture:

Freshman Seminar “Hobbies and Science”
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判的考え方を伝えることはできる。これが，チュート

リアル教育の重要な目的の一つであり，学生はこの

教育を経験することで，卒業後も独力で問題解決を

行える能力を会得する。

　一般教育演習「趣味と科学」は，担当教師の専門で

はない趣味を毎回取り上げ，趣味を極めるのではな

く科学者の目で趣味を観察し，興味ある部分を掘り

下げて解説するとともに，学生にもいろいろなこと

を考えさせる構成にした。教師の専門を離れた，

チュートリアル教育のような取り組み方である。こ

の演習は当初は『趣味とことばと科学』というタイト

ルで，これまで４年間にわたり開講しており，試行錯

誤を重ねながら，より学習効果のあがる内容に改良

してきた。2001年度からはその成果をホームページ

上に公開している。対象となる趣味を毎回変えると

ともに，感想を提出させ，さらにレポートを数回書か

せることで論文指導も平行して行った。学生は通常

グループとして活動し，ディベートを２回，発表を２

回行うよう設定してある。盛りだくさんの内容では

あるが，趣味を媒介にすることで楽しさや興味深さ

を引き出し，最後まで飽きないで参加できるように

配慮した。その内容の詳細と成果を報告する。

1.  授業の構成

　2003年度の演習は，表１のように行われた。三列

目は採用した趣味を，四列目はその意義や科学とど

のように接続しているかを示している。 一般教育演習

の目的は， (1)コミュニケーション能力の向上， (2) 社

会や学問の多様性の理解， (3)独創的批判的な考え方，

(4)社会的な責任と倫理の理解であるので，この科目

でも毎回このいずれかを含むよう配慮した。

1.1  アイスブレーキング

　まず，学生がクラスの中で発言しやすい雰囲気を

作るために，ゲーム的なアイスブレーキングを数種

類行う。2003年度は，カードに描かれた絵を推測す

るゲームと他己紹介を取り入れた。前者のゲームで

は，人数分のカードと洗濯ばさみを準備し学生の背

中にカードを留める。学生は２人でペアになり，ま

ず，お互いのカードを確認するが，相手にそれがどん

な絵であるかは言ってはならない。次に相手に質問

して，自分のカードを推測する。ただし，相手が答え

られる返事は「はい」か「いいえ」のみである。推測

表1　授業の構成

実施日　 趣味あるいは作業　　　　　　 趣味 意義・科学との接続

4/18 他己紹介等　　　　　　　　 グループ作業への導入
4/25　 アルコール・パッチテスト　 飲酒 科学から見た飲酒
　　　 ディベート「飲酒は是か非か」 ディベート訓練
5/2　 毛糸の手編み　　　　 手編み 科学史からみた毛糸の重要性
　　　　 各時代の重要な科学技術 歴史上の科学、科学の魅力
5/9　 徹底ディベート ボランティア 多様なものの見方　 　
5/16 ユーモアの重要性と落語 落語 文化としての笑い、標準語の原点落語
5/23 馬柱表にみる情報の圧縮 馬 情報と世界，科学における情報圧縮
5/30 アイデア大会 工作 サイエンスの厳しい掟
　　　　 「もっとも高いでしょう」 勝者は一人
6/13 釣りという文化、糸結び 釣り 文化としての釣りを多様な糸結びから
6/20 「北大歴史小話」 観光 グループ作業による発表
6/27 手品と占い 手品 あやふやなものと科学
7/4　 アカデミー賞受賞作品鑑賞 映画 資料収集方法、短編映画

他人の基本的人権を守る
7/11 グループ発表　　 データを収集･整理し、時間内で発表
　　　　 「趣味の楽しみ」 　 他人に自分の情報を伝える

7/18 グループ新聞作成 新聞 グループの中の自己を再確認
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できなければ相手を変えても良い。実際にやってみ

ると，このゲームは意外に難しい。10分の制限時間

内で正しく推測できる学生は23名のうち2，3人であ

る。しかし，ゲームの目的は相手とコミュニケーショ

ンをとることにあるので，結果はさして重要ではな

い。このゲームでは，相手から必要な情報を引き出す

ことの難しさを悟るとともに，クラスは和気藹々と

した雰囲気になっていく。後者の他己紹介は，隣の席

の２ないし３名でグループを構成し，お互いに相手

のことをクラスのみんなに紹介する手法である。５

分程度のインタビュー時間内で相手の特徴をどう捉

えるか，１分程度の発表時間内で聴衆の期待を考慮

したおもしろい紹介にできるか否かが問われる。ま

た，すべての学生が紹介の役をすることになるので，

話しやすいムードを作ることができる。

1.2  飲酒について

　飲酒は学生の誰もが在学中に経験することでもあ

り，趣味とは言えないまでも興味ある話題になるの

で，２回目で取り上げている。学生には，飲酒の是非

について議論するので資料を収集してくるように前

の週に指示してある。まず，70％エタノールを含ませ

た脱脂綿を学生の腕に絆創膏で貼り付ける。このア

ルコール・パッチテストは，反応が現れるまでに10-

15分を要するので，その時間を利用してアルコール

の人体内での分解の機序や，社会におけるアルコー

ルの役割等についてショートレクチャーを行う。

パッチテストでは，アルコール分解酵素の量が少な

い学生はパッチ部分がほんのりと赤くなるので，自

ら確認することができる。

　つぎに，クラスを『飲酒を容認する』グループと『飲

酒に反対する』グループの２つに分け，互いにディ

ベートを行う。酒は，もし現代社会に突然現れたとす

れば，その習慣性や身体に与える悪影響から，麻薬同

様に飲用が禁止されてもおかしくない物質である。

教師側に明確な正解が用意されているわけでもない。

学生は，酒の人間に与える影響を身体のみならず社

会の中で検討する必要がある。20歳未満の日本人に

禁止されていることの理由の探求も興味深い。なぜ

なら，学生達はその境界線上にいるからである。ディ

ベートはこれが初めてであるため，学生達は思わず

議論そのものに熱中してしまう。相手の論拠をいか

につぶしていくかが，教師側の評価対象のひとつで

ある。ディベートの手法については高等教育ジャー

ナル（阿部他 2000）を参考にした。

1.3  毛糸の手編み

　この日は本当に毛糸の手編みを練習する。男子学

生や，手先の器用でない学生にとっては，予想外の展

開であろう。社会的通念として，男性は編み物をしな

いということになっているので，男性教師が女子学

生に編み物を教える姿は異様であり，毎年，学生の驚

きは大きいようである。一般教育演習の目的の一つ

である『驚き』が現出する。ヨーロッパで16世紀頃

から始まった科学革命やその後の産業革命は，それ

以前数百年の間にヨーロッパ人が取り入れた農業生

産技術の発達により生活が安定してきたことが大き

く影響している。その技術には，三圃式農法，三粒小

麦の出現などがあるが，毛織物の利用も重要である。

羊毛を利用した産着は乳児死亡率の減少に役立った

ことと思われる。また，毛織物の出現により，木綿や

麻の古着が紙の原料として使えるようになり，本の

出版にも一役買ったことになる。毛糸の手編みは，こ

のような科学技術史の黎明期に思いをはせる足がか

りとして経験させる。数段編み終わったところで，宿

題にした科学技術上の重要な発明を各グループで検

討して発表する。４グループを時代と地域によりそ

れぞれ，「世界の西暦以前」，「世界の西暦後19世紀ま

で」，「世界の20世紀以降」，「日本」に分け，３種類

ずつ挙げていく。宿題は，すべての範疇について考え

てくることになっているので，他のグループの発表

に追加があることもしばしばである。

1.4  ボランティア

　２回目のディベートである。事前にボランティア

について調べてくるように指示してある。Ｋ市の地

震に際してボランティアで参加した人の新聞への投

稿をもとに，賛成チームと反対チームに分かれて議

論し合う。投稿は，行政のボランティアに対する補助

（宿泊施設や食事など）が貧弱であったという内容で

ある。行政とボランティアの双方の立場から議論し

た後，この投稿に対する被災者の投稿を読む。被災者

の立場からは，ボランティアのあるべき姿として，宿

泊や食料の用意は持参する心構えが必要である旨が

主張される。学生は，この投稿文を読んだ後，もう一

度ボランティアと行政のあるべき姿について議論す

る。経験したことのない現実について，想像をたくま

しくして当事者の立場に立って考える習慣を身につ
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けることがねらいである。

1.5  落語

　コミュニケーション能力の中でも，人前で発表す

ることは，入学直後の学生の最も不得意とするとこ

ろである。発表の能力を向上させるためには，発表を

何度も経験することと，優れた発表を見ることしか

ない。落語は，日本語による話し方の粋を集めたもの

であり，近代日本語の会話体の手本となった芸であ

る。落語を漫才と同じレベルでしか認識していない

学生にとって，物語を興味深く伝えるために鍛え抜

かれた芸を聴くことは，大きな驚きとなる。また，前

の週の宿題として笑い話を収集することを課題とし，

落語を聴いた後，各グループで最もおかしい話をひ

とつずつ披露する。落語の持つもう一つの特質であ

るユーモアは，日々の生活の潤滑剤であるとともに

知性の現れでもある。英国ではユーモアを示さない，

あるいは解さない人物に知性があるとは信じてもら

えない。「アイデアに詰まったら笑い話に戻れ」とい

うユダヤの格言もある。話芸とともにユーモアの大

切さを伝えることがこの回の目的である。

1.6  馬

　馬に乗らないまでも馬が走っているのを見ること

は，素晴らしい経験である。特にサラブレッドの走る

姿は美しい。馬は人とともに発展し，人の発明した機

械によって歴史の隅に追いやられようとしている。

馬のレースを見せることで，人と馬との長い歴史を

伝えることが，この回の主眼である。エンジンとそれ

を利用した自動車が発明されるまで，馬と牛は人類

の友人でありエネルギー源であった。

　一方，レースの結果を予想する新聞には馬柱表（ば

ちゅうひょう）と呼ばれるデータが記載されている。

馬柱表はわずか6cm2の中に，過去の１レースの情報

が詰め込まれている。学生には宿題として，身の回り

の圧縮された情報を集めてくるように指示をしてい

る。薬の箱の印刷とか，紙幣の印刷などがグループか

ら発表される。教師は紙における情報の圧縮から始

め，電話，ファックス，インターネットでは時間あた

りの情報量，脳やICチップ，フロッピーディスク等

の体積あたりの情報量へ話題を拡大し，現代社会に

おける情報伝達と蓄積の概要を解説する。最後に，グ

ループ作業として9cm2 の中にグループの情報を書き

込む。グループの特徴を抽出し，狭い欄にいかに書き

込むかを考慮することが要求される。グループ新聞

（図１）にその例を見ることができる。

1.7  工作

　一般に社会にでると，競争の中に組み込まれる。こ

の競争は，大学入学までの競争とは異なり，あるレベ

ルに達すれば良いわけではない。常に他者よりも良

いものを提出することが求められる。どんなに素晴

らしいと自分で思っていても，他者との比較で劣れ

ば，価値は半減する。しかも，勉学とは異なり，倫理

的な制限を除けば，多方面からの手段をとることが

できる。商品の価格を下げるには，原材料費や人件費

を下げるだけではなく，構造を変えたり利用する技

術を変えたりすることも考えられる。

　このような社会の縮図として，文系の学生も参加

できる，比較的簡単な工作を考えた。A4の硬めの紙

（25g）１枚を使って最も高い塔を作ることが目標で

ある。学生に対する指示は以下のごとくである。アイ

デアの捻出に制限はない。建築学科の先輩にきいて

も，前年度の成果をホームページから拝借してきて

も良い。

アイデア対決「最も高いでしょう」出場規則

・出場資格は高さ１mを超えること。これをクリ

アできないと出品できない。

・各チームは２作品まで出品できる。高い方の値

を採用する。配布される紙は３枚。１作品の使

用材料は紙１枚のみ。どのように切ってもよい

が，使わなかった紙片も保存し当日持ってく

る。総重量が23～27ｇの範囲にないと失格。塔

自体は27g以下ならいくら軽くても良い。

・接着剤，セロテープ，ホッチキスを接合のため

に利用してもよいが総重量が27ｇを超えては

ならない。これらの素材のみ，あるいはこれら

の素材を主体にして高さを増加したら失格。接

合部の強度を高めるためならば使ってよい。

・作品は重力のみによって自立し，１分以上安定

であることが条件。

・配点は高さ順に5,4,3,3。出品なし失格は0。成

績に加える。

　2003年度の最高記録は202cmであった。いい加減

な設計では1ｍを超えることは難しく，１週間の間

じっくり考えたチームが優勝することになる。また，
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目標を低くしていると他のチームに勝つことはでき

ない。グループ活動の大切さ，アイデアを出す喜び，

優勝の喜びをこの回だけで味わうことができる。写

真左は最高記録の塔であり，右は１m にも及ばな

かったが形状が我々の予想を超えたものである。

様々な形状の塔を作るところを見ているだけで楽し

い競技である。

1.8  釣り

　狩猟漁労は農業よりも古くから人類の行ってきた

産業であり，その技術の蓄積は膨大である。また，趣

味としての釣りは英国や日本など限られた地域で発

展してきたことは興味深い。この回は釣りを主題に

して，まず，釣り針と糸，糸と糸を結ぶ練習をする。

なぜ，島国で釣りが趣味になっていったのかを聞き

ながら，糸を結んでいく。「結び」の技術は，日本古

来の文化に深く根ざしており，生活のいろいろな側

面で使われていたが，現代人の生活からはそれをう

かがうことができなくなっている。この実習では「結

び」のおもしろさを伝える。また，統計データから水

産資源の枯渇と，その多くを消費している日本につ

いても解説する。

　前週の宿題はスポーツフィッシングについて調べ

ることである。演習終了後，「スポーツフィッシング

は是か非か」という課題で次週までにレポートとし

て提出する。次の文は，優れたレポートの例である。

　スポーツフィッシングの素晴らしさ　 Sさん

　　人間の歴史の中で，狩りとしての釣りは古く

から行われてきた。人間は，食べるために魚を

釣って生活してきた。その狩りとしての生活の

中から，いつからか遊びとしての釣りが生まれ

てくる。それは，魚を釣って食べることを目的

とするのではなく，魚を釣るために試行錯誤を

繰り返すこと，さらにいうと魚との知恵比べを

して，それに勝つまでの過程を楽しむことを目

的とするものだ。私は，この二者のうちの後者

の釣りこそ，スポーツフィッシングを指すもの

だと思う。

　　スポーツフィッシングは，スポーツと（名前

が）つくほどなので，いくつかのルールを持っ

ている。そのうちのひとつが，「疑似餌を使わな

ければならない」というものだ。疑似餌とは，虫

や小魚に似せたものをプラスチックやゴムを

使って作ったものだ。これらをただ静止させて

いるだけでは，魚が食いつくことは絶対にな

い。釣りをする者の技術によって，動かし方を

工夫し，本物のえさのように見せて初めて魚に

振り向いてもらうことができるのだ。そのとき

の緊張感は，何にもたとえられないものがあ

る。また，ほかにも「釣った魚は必ず放流しな

ければならない」というルールがある。これは，

写真1.  2mを超えた作品を作製中 写真2.  奇想天外な塔も出品される
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同じ場所で魚との駆け引きをずっと楽しんでい

くためにも欠かせないルールだ。こうすること

で，同じ魚を何度も釣る，ということができる

し，殺さないため，より大きなサイズの魚を釣

ることができるようにもなる。そのほかにも多

くのルールが存在するが，結局言えることは，

そういったルールを守れる人間にだけ特別許さ

れる楽しみが，スポーツフィッシングである，

ということだ。本来，スポーツフィッシングと

は，自然と共存していきつつ，己の欲求を満た

すという，ほかのものでは達成しにくいものを

見事に成し遂げているものなのだ。

　　しかし最近，スポーツフィッシングは，そう

いったあり方を離れつつある。というのは，ス

ポーツとしてのカッコイイ面だけが強調される

ようになり，それを楽しむために要求されてい

るものを無視する傾向が強くなっているのだ。

一種のファッション化が進められ，自然のこと

を意識せず，ただ己の満足を満たすだけの釣り

となっているといえる。典型的なものが，ブ

ラックバスに代表される外来魚の違法放流だ。

これは，おそらく釣りを楽しむことのできる場

所を増やそうとして行っているのだろうが，そ

れまでそこにあった生態系を破壊し，取り戻し

のつかないことを引き起こす第一歩なのだ。そ

んなことは到底許されることではないし，自分

の釣りたい魚を増やし，そうではない魚は減っ

てもいい，というのは，その人間のエゴ以外の

何物でもない。この現状を変えるためにも，も

う一度スポーツフィッシングとはどのようなも

のかを世の中に浸透させ，本来のあるべき姿に

戻そうとする努力が必要とされていると思う。

そうすれば，世間の反対もなくなるだろうし，

自然の維持にもつながり，本来あるスポーツ

フィッシングの素晴らしさが認識されるのでは

ないだろうか。

1.9  歴史発掘

　学生にとって北海道大学は地理的にも歴史的にも

未知の領域であるが，その探求は大学への愛着や地

域への親しみを増し，北大生ひいては日本人として

のアイデンティティを育てるために有効である。こ

の回は，グループ毎の発表である。学生は２週間前か

ら準備し，文字資料や画像などを駆使して，北大の中

のものを解説する。学生には以下のように指示した。

　北海道大学には30を越える名所旧跡，歴史的建

造物がある。どれかを選び，紹介しなさい。発

表10分質問５分，資料提示はOHPかコンピュー

タで，発表の形式は問わない。

　これまで，理学部，植物園，クラーク会館，人工雪

写真3.  農学部の建物を探検したグループの発表
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の碑，大野池，モデルバーン，留学生センター，国際

広報メディア研究科，農学部，恵迪寮，遺跡記念館が

紹介された。学生は発表するとともに他のグループ

の発表を評価しなければならない。写真は農学部を

紹介したグループの発表風景である。取材はグルー

プで行い，発表は一名から数名で行うことが多い。初

めての発表なので，最終発表よりも失敗や計画倒れ

がある場合もあるが，良い経験になる。発表の方法，

グループ学習の手順などが身に付くようになる。

1.10  手品と占い

　科学の信頼性と占いの隆盛は相反するものの，そ

れぞれの特徴を追っていくと人間の強さと弱さが如

実に現れ，興味深い。占いの仕組みを理解するため

に，同じ手法の手品を実演する。例えば，ミカンを３

個用意して番号を付ける。学生の代表に，どれかを心

の中で選んでもらい，演者が後ろを向いている間に

わからないように学生全体に知らせる。演者はここ

でミカンにまじないをする。学生に選んだミカンの

番号を言ってもらった後，その番号のミカンを剥い

てもらう。ミカンの中には「あなたはこれを選んだ」

という紙が入っているはずである。すべてのミカン

に，何らかの形で紙を仕込んでおけば，必ず当たる。

占いも似たようなものであるが，言語的な隠蔽の方

法は高度であり，気がつかない。科学に対立するもの

として占いを取り上げ，互いに比較することで，占い

のみならず科学でさえある場合にしか頼りにならな

いことを学習する。

1.11  映画

　職業倫理について考えてもらうために，「ビザと美

徳Visas and Virtue」（30分）を上映して感想を書かせ

る。第70回アカデミー賞受賞作品の一つであり，芸

術としても評価の高い映画である。これは第二次世

界大戦当時の日本政府の指示に背いてユダヤ人のた

めに日本のビザを発行し6000人近いユダヤ人を救っ

た杉原千畝の話である。ある場合には，組織の維持よ

りも家族の命よりも大切なことがあることを考えさ

せる。以下の文はKさんのその日の感想である。

　勇気を持って行動を   Kさん

　　正しいと思ったことを危険を覚悟で行動に移

すこと，これは難しいことだ。人は肝心なとこ

ろで一歩勇気を出し切れず，つい楽な方に逃げ

てしまう。しかし杉原千畝は自分の安定よりユ

ダヤ人の命を選んだ。どちらが人道的に正しい

ことかと問われて杉原千畝の行動が間違えだと

答える人はいないだろうが，同じ立場で同じ行

動をできる人は多くはないだろう。彼の正しい

と信じたことを実行した勇気が6000人以上の

命を救うことになったのである。この話を高校

の英語の教科書で読んだ時にも思ったのだが，

この勇気は素晴しいものである。

　　現代の事なかれ主義の日本人にはこの勇気が

欠けている。近年，正しいと思ったことを勇気

を持って行動に移した人が，逆に悲惨な目に

あってしまった，というニュースさえ聞くよう

になった。正しいことをしたからといって報わ

れるとは限らない。しかし勇気を持って行動で

きる人が多ければ，こういった取り返しのつか

ない事態にまではならないケースもあるだろう

し，ひいては，こういった行動に要する勇気を

軽減してくれるだろう。

1.12  発表

　各グループ15-20分程度で，趣味についての発表を

する。近年，学生参加型授業の必要性と有効性が提示

されている（阿部他 1997，1998，1999）。学生による

発表は，その中でも最も有効な手段のひとつである。

ここでは教師側が見せたように，ある趣味について，

ことば，歴史，科学技術などの側面から切り込み，発

表する。発表の手法については，「北海道大学FDマ

ニュアル」（阿部他 2000）を参考にして説明した。発

表の形式は問わないので，一人が発表する形式から，

グループで劇を演じる形式など様々である。授業の

中で準備の時間をとるため，手品と占い以降三回は，

演習のうち30分を教師のミニ講義に使い，残り60分

はこの発表の計画と準備に当てた。

　これまでビリヤード，写真，映画，方言，お茶，テ

レビ，ビール，海外旅行，道南旅行，味，カラオケ，

クイズ，アミノ酸飲料，紙，F1レースなど，およそ

教員の想像を超えたテーマを選び発表してきた。20

分とはいえ，４-６名の大学生が総力を結集して行う

発表は，毎年楽しみである。写真は海外旅行を題材に

したグループで，このように寸劇を演じる場合もあ

る。次の写真は紙を主題にしたグループの発表風景

である。最終発表はかなりしっかり準備され見応え

があるので，担当教員だけではなく他の数名の先生



-114-

高等教育ジャーナル─高等教育と生涯学習─ 12（2004）　　　　　　　                                J. Higher Education and Lifelong Learning 12(2004)

方にも加わっていただき，評価も依頼する。学生相互

の評価と教員の評価を加えて，順位を決める。表彰式

の後，少し時間をとって慰労会を行っている。なお，

文章と画像でまとめたものはホームページで見るこ

とができる。

1.13  新聞

　最後の週は，すべての時間を使ってA4一枚の白紙

に，この演習で行ったことを書き込む。内容について

は何も制限はしないので，グループ毎に意匠をこら

したデザインと内容で表現される。このグループ毎

の新聞と，各学生の終了後の感想を集めて６-８ペー

ジの新聞として，最後のレポート，ポートフォリオ返

還と一緒に学生に配布する。ここに一例を示す。「最

も高いでしょう」での経験や，グループ作業の大変

さ，個人の感想などが書き分けられていて，楽しく読

める。すべてのグループが手抜きを感じさせない真

剣さで最終日の新聞作りに挑む。グループによって

は，講義時間終了後もがんばって完成させることも

ある。

2.  論文指導

　この演習は論文指導も兼ねているので，毎回の感

想を授業終了前10分程度で書いてもらう。その他に

レポートを数回課す。最初４回程度は四百字詰め原

稿用紙一枚に書くように指示した。この手法は寺沢

ら（1997）の添削方法から採用した。寺沢らは原稿用

紙２枚を隔週で課題にしているが，ここでは毎回扱

う対象が異なるため，毎回原稿用紙１枚を提出させ

ている。原稿用紙は，文字数の把握や，文章の構造を

わかりやすくするために有効である。まず，400字に

自分の考えをまとめて書き込むことが必要である。

全くの受け身で何も考えていないと，書くことはで

きない。毎回何らかの問題意識を持つことが大切で

ある。慣れてきたところでHuWeb（細川他，2004）に

書き込むことを指示した。この演習は二名の教員で

担当しているが，毎回のレポートは両名ともすべて

に目を通しコメントした。同じレポートでも評価が

異なる可能性を憂慮したわけではなく（実際に評価

点数は両者でそれほど変わらない），それぞれの評価

や意見を学生に伝えることが大切であると考えたか

らである。社会では多様な考え方があることを伝え

ることを期待した。毎回の添削では，日本語そのもの

の添削も行うが，論理的な整合性や内容の評価も同

時に行う。

　以下に示すのは，Ａ さんの初回の感想と最後の

感想の抜粋である。Ａさんの初めてのレポートは文

章につながりが無く，箇条書きで構成されているよ

うな読みにくい文章であった。理系の学生の何割か

は，文章を書く訓練をあまり受けておらず，他人が読

むことを前提とした文章を書けないことも多い。し

写真4.  海外旅行について寸劇で発表するグループ 写真5.  紙について発表するグループ
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図1.  グループ新聞の例
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かし，14回の演習を経ることで，かなり上達する。文

章そのものはともかく，書くべきことをまとめて文

章にする訓練は有効であることが多い。教師は毎回

感想に目を通して次の週には返還するので，それな

りの手間がかかるが効果は大きい。

　この演習のタイトルは，当初『趣味とことばと科

学』であったが，「ことば」を入れたためか，ことば

を扱うことが得意な学生も入ってきた。2002年度の

文系の学生は14名に達し全体の６割を占めた。そこ

で2003年度から『趣味と科学』として「ことば」を

抜いた。これにより，論文指導が本当に必要な理系の

学生が９名から16名に増加した。

　Aさん初めてのレポート（抜粋：全体でも240字

しかなかった）

　　最後のグループ学習では普段あまり考えない

「古新聞」の使い方について，熱い討論が行われ

汗が出ました，これからのグループ活動でも楽

しくしていきたいです。

　　独創的な講義なので楽しんでいきたいです。

　Aさん最後のレポート（抜粋）

　　この講義をとったきっかけは何だったのだろ

うか。おそらく，「趣味と科学」という講義名に

騙された気がします。特に“趣味”という言葉

が僕の心をがっちりとつかみました。

　論文指導のはずなのだが，論文の書き方を学ぶ

といったものではありませんでした。　むし

ろ，考えたこと，調べたこと，伝えたいことを

いかに相手にわかりやすく，納得するように伝

えるか，ということを実践していく感じでし

た。

　　やることなすこと未体験のことばかりで戸惑

うことが多かったです。普段の勉強は答えのあ

る問題をその通りに解けばよいものでした。と

ころが，この講義では答えが用意されている問

題は一つも扱いませんでした。そのような問題

には自分の意見を持つことがまず必要でした。

しかし，それだけではダメでした，他に考える

ことはないのか，反対の意見はどうなのか広い

視野での考え方が必要でした。

　日本語を書くことに慣れ親しむために，五月の連

休か六月の大学祭の休みを利用して，日記と，マニュ

アル作りを課している。日本語を書き込む訓練とし

て，日記が維持できれば有用である。正岡子規が雑誌

「ほととぎす」で全国に日記を募集し，その成果が近

代日本語の確立に寄与したことや，宮沢賢治がカタ

カナで日記をつけるようになってから文章が良く

なった話などで，学生のモチベーションを高める。用

意した用紙は，A4裏表で，一日に四分の一を使う。縦

枠だけで構成されるので，原稿用紙ほど記入に抵抗

感はなく，詰めて書いても200字程度の量である。し

かし，八日間続けて書かなければならない。また，「今

日朝起きて顔を洗いました」のような，出来事だけを

記述するのではなく，その日何を考えたかを書いて

もらう。次の例のように，出来事とそれにより何を考

えたかがペアになって書かれる。毎日書かせること

と，その日の要約を数語で表すところがポイントで

ある。

　Bさんの日記から一日分抜粋

　5月5日月曜日　友人宅へ

　　大学入学後，初めて友人宅へ遊びに行った。

憧れの一人暮らし。自分の好きなように生活す

ることができるけれど，その分しっかりと自分

で規律を作り，守っていかないと体調を崩して

しまうことがこの１か月で理解できた。それは

友人も同じであり，友人の生活空間にはいって

努力が感じられ，私もがんばろうと励まされた

気分になった。まだあまり時間に余裕がない

し，環境にも慣れていないので，不安な所もあ

るが，これからも友人を大切にし，お互いに助

け合えるようになりたいと思う。

　マニュアルは普段使い慣れたものを対象にして，

それのない国から来た小学六年生に使い方を説明す

るつもりで書く。このアイデアは寺沢らの報告（寺沢

他 1997）を参考にした。対象としては箸，ぞうきん，

歯ブラシ，金槌などを採用する。使い慣れたもので

も，他人に説明するのは難しい。ましてや相手は小学

生である。漢字やことばの使い方にも注意しなけれ

ばならない。次に示すのは，評価の高かったHさんの

レポートである。図を使った表現や，注意書きなど，

使う人の立場に立ったマニュアルは高く評価される。

3.  ポートフォリオの利用
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図2.  マニュアルの例

　以上の学習の中でグループ活動の占める割合は大

きく，シラバスに記載している配点でも，グループ活

動に40%を与えている。グループ全体としての評価

は，グループ作業の結果についての評価で行ったが，

学生個人のグループ活動への参加の度合いについて

は，授業で見ているだけでは判断することは難しい。

そこで，この演習ではポートフォリオを採用し，評価

に用いている。本誌でも教育業績評価のためのポー

トフォリオ（ポートフォリオ・ワーキング・グループ

2003）が紹介されているが，ここではそれを簡略化し

たものを課した。学生には，最初の授業において，こ

の演習で使ったすべての資料をファイルにして保存

しておくよう指示する。最後の授業で，手持ちの資料

すべてをまとめるとともに，表紙にグループ作業へ

の参加の度合いと，ポートフォリオの資料との関係

を書くように指示する。集めた資料が異常に少ない

学生は，ここで弁明しなければならないが，多くの場

合失敗に終わる。おおよそ，資料の多さとグループ作

業への参加の度合いは比例するようである。これは，

教師による授業中の観察ともほぼ一致する。ポート

フォリオは，個人のグループ作業への参加の度合い

を測るには極めて有効な手法である。

4.  学生による評価

　学内で行われている学生による授業評価での評価

値は比較的高い。三年前には演習の中でも上位に位

置していたが，今は課題が多すぎるという学生から

見た短所があり，評価値は減点されている。北海道大

学における学生による授業評価についての考察は，

小笠原他（2003）により紹介されている。それによれ

ば，学生による評価は，クラスの人数や教科内容に
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図3.  ポートフォリオの目次の例
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よってかなり左右されるものである。この演習は論

文指導科目なので，毎回日本語の指導をする機会を

つくっている。課題が多いと全体の評価が多少下が

るからといって，論文指導のための毎回の感想やレ

ポートをなくするわけにはいかない。

　一方で，最初の数回を出席した学生は最後までほ

ぼ毎回出席する。脱落する学生は毎年1～2名である。

最後に書かれた感想を見ると，毎回異なる趣味を意

外な観点から捉えることや，グループで作業をする

ことなどが，欠席を抑制しているようである。授業時

間が金曜日の五講目であることから，一週間最後の

潤いの時間として機能していた面もあるようである。

毎回趣味を変え，切り込み方，紹介の仕方を工夫し，

なるべく学生も手や頭脳を使ってグループで参加す

るようにしたことで，多くの学生には楽しみの時間

になったようである。

5.  さいごに

　一般教育演習の目的の一つは，「独創的な考え方を

身につける」であるが，このような専門を離れた演習

の内容設定には，まさに独創性が教師に要求される。

また，あえて教師の専門性を離れることは勇気が必

要である。ちなみに著者らの自然科学における共通

する専門は環境科学であるが，取り上げた趣味のう

ち環境科学が少しでも関係するのはスポーツフィッ

シングぐらいである。論文指導として適切な内容に

するために，過去の報告（寺沢他，1997：高橋他，1998）

を参考にして，原稿用紙の使用やマニュアル作成新

聞作成などを積極的に取り入れた。また，採用する趣

味は毎年少しずつ変えている。その多くで学生の手

を動かせることをねらっているので，準備も手間も

かかる。しかし，その反面，学生に与える効果は大き

い。学生が見るのは趣味そのものではなく，教師の観

点から見た趣味であり，社会の倫理的な側面や，多様

なものの見方を身をもって感じ取ることができるか

らである。グループ作業として発表やディベートを

組み込んだ効果も大きい。このようなシラバス設計

を基本にした，教師の専門を越えた演習が増えるこ

とを期待したい。
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